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地域を豊かにする教育を目指して
～グローバルリーダーの養成を目指す聖霊女子短期大学～

（話し手）学校法人聖霊学園　聖霊女子短期大学　学　長　マッテュ・フィリップ　氏
（聞き手）一般財団法人秋田経済研究所　専務理事所長　佐藤　雅彦

佐藤　本日は大変ご多忙のところ、新春インタ

ビューをお引き受けいただきまして、誠にあり

がとうございます。聖霊女子短期大学（以下、

「聖霊短大」）は、2027年度から男女共学とし、

名称を聖霊短期大学へ改称、2028年度からは専

攻科の一部コースを学部に移行して４年制大学

を新設されるなど、さまざまな教育改革により、

優秀な人材を輩出することに取り組まれておら

れます。聖霊短大の取組内容や目指す姿などに

ついてお伺いしたいと思います。本日はどうか

よろしくお願いいたします。

１　日本、そして秋田に来られたきっかけ
佐藤　最初に、フィリップ学長の経歴、聖霊短

大に来られた経緯等をお聞かせください。

フィリップ学長（以下、敬称略）　私の出身大

学であるインドのマイソール大学では、２年間、

海外留学をすることが義務付けられていました。

留学先に日本を選んだのは、私の専門が経済学

で、日本経済を研究していたからです。日本に

来たら、まずは日本語を勉強して、漢字が好き

だったので漢字が読めるようになりたいという

思いもありました。インドにはローマ字や他の
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文字がありますが、字を見て意味が分かる漢字

にすごく興味があり、他にもいろいろな日本文

化に興味がありました。

　日本では、名古屋の南山大学で勉強していま

した。２年間で日本文化の研修は終わりました

が、30年前にはまだ新しい学問だった宗教哲

学が学べるということで、大学院に入りました。

　私が日本に来た頃は、ちょうど冷戦が終わっ

て、世界の交流が非常に盛んになり、社会が大

きく変わって、たくさんの可能性がある時代で

した。私が日本に来ていろいろな仕事をしたり、

教育現場に行ったりして気付いたことは、特に

若い人にはチャンスがあるということです。冷

戦のときは、国際交流は限られた人しかできま

せんでしたが、今は誰でも外国に行って、学べ

る時代です。私も次に非常勤で教養科目を名古

屋大学で教えながら教育研究を始めました。研

究をしながら非常勤講師として学校で教えた

り、外国人労働者の支援や国際交流イベントなど

の地域活動をしたりしていました。長崎県の

高校や純心大学でも２年ぐらい教えていました。

　その後、国際開発が大変盛んになり、名古屋

に戻ってきて名古屋大学で国際開発と国際法を

勉強しました。そこから同志社大学でグローバ

ルスタディーズ（グローバル教養）の博士号を

取得しました。

　グローバルスタディーズとは、グローバル社

会の政治や経済の問題を全部学問立てて勉強す

るものです。私は経済学と政治学と哲学と国際

開発と宗教学を学んでいたので、それらをグ

ローバルに横断する勉強をしたいと思い、そこ

で博士号を取得しました。

　私が働いていた名古屋の幼稚園には、トヨタ

の社員の子どもが多く通っていました。幼稚園

では、海外で生まれた子は少し日本語の語学力

が劣るので、そのサポートをしたり、日本から

海外へ留学する前のオリエンテーションをした

り、英語を教えたりしていました。幼稚園で働

きながら、リーダーシップという概念を「グロー

バル」「地域」「自己」の３種類に分けて学ぶ

方法を３年かけて研究し、グローバル幼児教育

のカリキュラムを開発しました。

　それが終わると、次の目的は高等教育になり

ました。どこで研究するかは決めていませんで

したが、名古屋にいたときの友人が秋田にいた

ので、遊びに行きました。実は聖霊学園は名古

屋にある聖霊病院とつながりがあり、聖霊短大

の前学長がそこで仕事をしていました。35年前

の名古屋は今の秋田と同じように私のような留

学生が少なく、外国人はほとんどいませんでし

たが、病院に行くと英語で親しくお話をしてい

ただきました。秋田に来てお会いしたところ、

「今は何をしているのですか」とたずねられた

ので、「今は研究をしていて、次は高等教育の研

究をしたくて場所を探している。大きい大学で

は研究に使うためのデータを取るのにすごく時

間がかかるので、小さい大学を探していて、イン

ドかドバイに行こうかと考えている」と答え

たところ、「聖霊短大でやりませんか」と言われ

ました。私は聖霊短大のことはあまり知りません

でしたが、見に行くと全ての学生が同じ玄関

から出入りしていました。それを見て、直感で

「ここで研究しよう」と決めました。大学には

大抵たくさん玄関があって、学生がどこから

入ってくるか分からないので、学生の成長が見ら

れません。学生が成長したかどうかを確認する

ためには、やはり観察しなくてはいけません。

同じ玄関から出入りしていれば観察しやすいと

いうことで、すぐに聖霊短大で研究を開始しま

した。

　現在、国は、少子化により短大教育を廃止す

る準備を進めています。恐らく2035年には日
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本の短大は全部なくなっていると思います。聖

霊学園としては、女子教育の時代は終わったから

閉鎖してもいいと考えていましたが、前学長に

はどうしても秋田に貢献したいという強い思い

がありました。そこで、留学生も学べて秋田の

人も学べる新しい教育を考えましょうというこ

とになりました。

　世界のパラダイムシフトにより、デジタル化

とグローバル社会が誕生したことで、グローバ

ルと地域とデジタルが融合するといった内容を

考えていました。秋田はとても可能性があると

学生に話していますが、どのように教育すれば

秋田の学生たちがこれをチャンスにすることが

できるか。そのためには語学力が必要ですし、

秋田で開発したものを売ろうとすると、相手の

文化を理解していなくてはいけません。また、

やはり人口が減少していますから、ＡＩを活用

できるデジタル能力も必要です。さらに、社会

を変えていくには、イノベーション力も大事で

す。さまざまな力が必要とされるので、ビジネ

スだけ、語学だけでは通用しない時代になりま

した。

　日本では、文部科学省が「生きる力」「人間中

心の社会」「持続可能な社会」という三つのテー

マを打ち出しています。それらを全部組み合わ

せ、地域でもっと人材を育てるためには、まず

は自ら商品を開発するイノベーション力と、そ

れを売るビジネス力が必要です。そして、それ

らを実行するにはリーダーシップが必要ですし、

何よりもプログラムを作る技術が必要となりま

す。もちろん情報技術ではＡＩやプログラミン

グなどを学びます。学生も自分でホームページ

を作れるように、カメラを持ち、ドローンを使

うという授業を行っています。自分で小さい会

社を興せるようにするカリキュラムを女性リー

ダーコースに取り入れて、それにはどれぐらい

の教育と時間が必要か、２年かけて検証しまし

た。

　検証してみたら短大在学期間の２年間では足

りないということが分かりました。リーダー

シップを発揮するには、自己コーチングスペー

スやグローバル体験型授業が必要です。それらが

ないとこういった人材を育てるのは難しいので、

１年目はラボ体験といって、ラウンジにロボッ

トを置いてロボットと遊んだり、プログラミン

グをしたりして、その後に文化体験をする。そ

れには２年間では足りないので、４年制大学に

したいと考えました。

　今考えている教育は、ビジネスとイノベー

ションとリーダーシップと技術です。そうなると、

やはり男女共学化しなくてはいけません。今、

聖霊短大には700人ぐらい勉強できる施設があ

りますので、４年制大学に移行しても新しく校

舎を建てる必要はありません。新しく開発した

ビルス（ＢＩＬＴＨ：Business Innovation 

Leadership Technology  Human Science）教育

の特徴は少人数で行うことです。ラボ体験は５

人ぐらいでチームを組んで、先生も５人に１人

付くという規模です。100人を超えると学習内

容の質が落ちてしまい、研究室も足りません。

そういった空間も考えて定員は何人までが適当

かということを模索した結果、100人というこ

とになりました。

 

（フィリップ学長）
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２　聖霊女子短期大学の強みや特色
佐藤　学長はたくさんの学問を学ばれている

ことがよく分かりました。そういった経験も踏

まえて今後の教育改革に生かされるということ

だと思いますが、現在の聖霊短大の強みや特色

をお聞かせいただければと思います。

フィリップ　今の学生は、一人ひとり個人差が

ありますが、みんなグローバルリーダーシップ

を持っていると思います。本学では、「グローバ

ル」「地域」「自己」の３種類のリーダーシップ

について、コーチングと授業を受けます。コー

チングは少人数でしかできないので全員は受け

られませんが、授業はみんな受けられるように

なっていて、ＩＴやＤＸも基礎科目になってい

ます。ドローンを使って写真を撮ったり、ＡＩ

の音楽の先生もいますのでＡＩを使って音楽を

作ったり、文章を作ったりもしています。

　英語力については、ロボットと英語で話した

り、昼間は外国人の先生方と話したりして磨い

ています。英語と日本語で学べる授業もありま

す。私が担当している学部は、同じ科目を英語

と日本語で教えています。私たちのグループは

40人いますが、そのうち36人が英語で授業を

受けています。英語を学びたい学生が多く、皆

さん英語力を上げています。

　技術力については、プログラミングに力を入

れています。ロボットの活用力とプログラミン

グは強みになるので、みんなができるように、

そしてすぐにはできない学生も、後で一人でも

学ぶことができるようなコースにしています。

　人間性については、何があっても大丈夫だと

思えるような、基礎的な人間力と生きる力を身

に付けてもらいます。

　ビジネス力については、学生に「学校からは

１円も出さないけど、何かビジネスをして、利益

が上がったら寄付をしましょう」というイベン

トを行っています。例えば、メキシコ料理を

出すとすると、学生の昼食は大体500円くらい

なので、利益分を上乗せして800円で売る。500

円の料理を800円で売って利益を上げるのはす

ごく難しく、800円だと10人ぐらいしか買って

くれません。そこで私は、「スポンサーを見つ

けなさい。あなた方が宣伝でチラシを配ってくれ

るなら、それは大学の宣伝にもなるから私のポ

ケットマネーから３万円出します」と言います。

そういったビジネス手法も教えています。それ

で１万円ぐらいの寄付が集まって、以前はウク

ライナ難民に送ったこともありました。

　聖霊短大では、学生にビジネス力と技術力を

身に付けさせる、そして人間力で人を助ける。

そういった面にもすごく力を入れています。

佐藤　現在は生活文化専攻、生活こども専攻、

健康栄養専攻の三つの専攻がありますが、それ

ぞれどういった特色があるのでしょうか。

フィリップ　生活文化専攻では、商品開発、ビ

ジネス、地域貢献、イノベーション、全てを学ん

でいます。ＩＣＴを中心に、ＤＸデザインなど

情報関係に強みがあります。

　生活こども専攻は、幼稚園の保育士が中心で、

国際的に対応できる人材を育てています。私が

初めて愛知県に来た頃は、ほとんど外国人はい

ませんでしたが、10年ぐらいしたらトヨタの関

連で結構多くなりました。そうすると、幼稚園

（佐藤所長）
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にも外国人の子どもが増えるので、それに先生

方が対応しなくてはいけなくて、どこも困って

いました。国際教養コースを設けてシンガポー

ルで保育実習を行うなどして、秋田でも国際的

に対応できる保育士を育てています。

佐藤　日本の子ども教育というより、グローバ

ルに対応できる人材を育てるということになり

ますね。

フィリップ　そういうことです。やはり秋田も

国際化が進んでいますから、外国人にも対応で

きるようにしておきたいのです。幼稚園にそう

いう先生が１人でもいれば、外国から来た子ど

もや、もちろん外国に行く日本の子どもにもア

ドバイスをしてあげられます。それができる人

材を育てたいということです。

　健康栄養専攻では、管理栄養士やフードスペ

シャリストなどの資格が取得できます。その他

食品などの商品開発を主に学んでいます。

３　女性リーダーの育成・養成について
佐藤　現在、女性リーダーの育成に関して、大

学として具体的にどのような取組みをされてい

ますか。

フィリップ　リーダーコースの授業は全部実

践的です。本学ではリーダーシップコーチング

の授業を少人数で行っています。コーチングの

理論と実践を組み合わせる形で、実践は学内で

行い、ボランティア活動を行うこともあります。

そして留学・インターンシップで海外に行った

り、アルバイトもしたり、どちらも社会と関わ

ることですから、たくさん経験してもらいます。

生活文化専攻では、金曜日の午後は授業を入れ

ずに、金曜日の午後から土日はアルバイトがで

きるようにしています。短大は２年間しかあり

ませんから、できるだけ社会経験をしてもらい

たいと思っています。

佐藤　これから日本は一層人口が減っていき

ます。そうしたときに、当然、女性の社会進出

が求められ、その中で女性リーダーが増えてい

かなければ社会が成り立ちません。企業、地域、

家庭も含めて、女性リーダーが増えていくため

には、どのような取組み・変化が求められてい

くと思いますか。

フィリップ　一番大事なことは、女性がリー

ダーになるという自覚を持つことです。今は

チャンスがたくさんあるので、自覚さえ持てば

どんどん増えます。高市総理が一番の例です。

　そうしたことを踏まえて、これからは子ども

に留学をさせることが必要になるかもしれま

せん。学校側も同じで、留学などに投資をして

いく必要があると思います。

　企業側は、若い社員にもっと責任を持たせた

仕事をさせてほしいと思います。その大きな理

由は、人口が減少していく社会では現場で育て

てもらうということが期待できなくなり、社会

に出るとすぐに自分で考えて行動しないといけ

ないからです。昔の日本は現場で育ててもらい

ましたが、今は自分に任されたことはすぐに現

場でできるように育ててから送り出しています。

企業とも、インターンシップなどで卒業前から

タイアップしながら、学生にいろいろな体験を

させたり、合同で商品を開発したりしています。

そうした学びを通じて社会とつながることに

よって、学生は安心して社会に出ていけます。

　あとは、学生に起業させることも大事です。

トヨタはよく「私たちのためにこの部品を作っ

てくれないか」と言って商品開発をさせていま

す。商品開発への投資と考えて、学生に「独立

して会社を興してくれないか」と言ってやらせ

る。それが学生の事業経験にもなります。そう

いった視点からも考える必要があると思います。
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４　大学改革について
佐藤　聖霊短大は、2027年度から男女共学化、

2028年度からは一部４年制へ移行されますが、

まず共学化に至った理由と、その狙い、特に秋

田県内の男子に門戸を開くことの意義と効果に

ついてお聞かせください。

フィリップ　聖霊短大の健康栄養専攻では、管

理栄養士の免許を取得できますが、男子学生の

場合は免許取得のために県外に行かなければな

りません。そうした状況を改善するため、１専

攻だけ男女共学化することは以前から考えてい

ましたが、一部は共学化して一部は女子だけに

なってしまうと、同じ場所に仕切りの壁を作ら

なくてはいけないなど、４年制大学に関わる

ルールがあるので、なかなか進展しませんでした。

しかし、今、開発しているビルス教育は、男女

共学で学ぶものなので、その教育を施すために

は共学化する必要があります。2028年度に４年

制にする前に共学化しようというのが大きな理

由です。

佐藤　男女共学化もさることながら、一部４年

制移行では、地域共創マネジメント学部構想と

グローバル栄養学部構想があって、地域共創マ

ネジメント学部構想は、今までの聖霊短大の歴

史からすると相当エポックメーキングなことで

はないかと思います。ビジネス、行政、テクノ

ロジーの観点から地域課題と直接向き合った教

育をしていくということだと思いますが、その

意義と効果はどのようにお考えですか。

フィリップ　それは、開発中のビルス教育をマ

ネジメントの中に取り入れたものです。つまり、

技術力、イノベーション力、リーダーシップ、

ビジネス力を持った人材の育成を４年間で行う

ものです。そうすると最先端のＡＩの活用力も

育成できるので、今まで人間性ばかり強調して

きたところに技術力などを合わせることによっ

て、世界トップの人材育成をしようと思ってい

ます。

　理由はたくさんありますが、基礎となってい

るのは豊田佐吉さんや本田宗一郎さんのような

世界トップの技術者を育てる教育と、聖霊短大

のように地域で女性が社会進出する手助けをす

る、家庭を助けるという教育など、これからは

男女共同で活躍して社会をつくっていくことに

なるため、こうした必要なスキルを全部組み合

わせていくことになります。

　今、世界ではマネジメント力を持った人材が

不足しています。アンケートを採ると、アメリ

カ、ヨーロッパ、インドでも、スキルアップは

個人に委ねられていて、その手法が分からない

から管理職になりたくないという人が８割に

上っています。また、コロナ禍以降、世界的に競

争が激しくなる中で、失敗したら自分が全ての

責任を負わなければならない、自分にその力は

ないと思ってしまうという懸念もあります。

　そうした中で、私たちはマネジメントを科学

的に勉強する58種類のスキルと、それを生か

すための21の手法を開発しました。

　イノベーションでは、アイデアを捻出するた

めの思考がとても大事です。また、思考も一つ

ではなく、私たちは「超越思考」「飛躍的思考」

「ディスラプション思考」「ロジカルシンキング」

の四つの思考を組み合わせることを考えました。

今 あ る 大 学 制 度 は、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｍ（Science 

Technology Engineering Mathematics）教育や

文学が中心だったり、国際教養大学のようにリ

ベラルアーツが中心だったりしますが、まずは

それらを超えて考えなくてはいけません。そし

て、今ある本学の女子教育を破壊して男子を入

れる、すなわちディスラプションする必要があ

ります。もう一つは飛躍的に考えるということ

で、秋田から海外までキャンパスを開きます。
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それに複雑な問題を構造化し、解決策を導き出

すためのロジカルシンキングを組み合わせます。

私たちは今、ビルス教育に必要な思考について

の百科事典を作成しているところです。

佐藤　グローバル栄養学部構想は、食と栄養に

関する世界的な問題にも取り組まれ、当然ＳＤ

Ｇｓの観点からも注目されると思いますが、具

体的にはどういった人材の輩出をお考えですか。

フィリップ　まずは世界的なシェフになれる

人材の輩出と、グローバル食品の開発を考えて

います。材料は秋田のものだけでなく、現地の

ものを使った食品を開発して、売れるようにし

ます。国際栄養政策では世界保健機関等で働け

る人材を輩出する。そして栄養行動経済では栄

養と行動を組み合わせた経済をつくり、商品化

する。医療栄養では管理栄養士の育成や公衆衛

生を学びます。食品開発と医療はどこの大学で

もありますが、国際栄養政策と栄養行動経済は

聖霊短大にしかないかもしれません。しかも、

博士課程まであります。

　卒業時に目指す姿は、リーダーシップ、イン

クルーシブマインド（全ての文化を取り入れる）、

マインドフルネス（自己管理力）、国際的な視野、

グローバルビジネス力とマネジメント力、イノ

ベーション力と政策立案力、データサイエンス

力とＡＩ活用力、そして今も聖霊短大で行って

いるＤＸ活用力を熟知した人材です。

　卒業後は、学校がスタートアップ支援をしま

す。学生に投資するつもりです。例えば、後継

者がいない会社を受け継ぐならクラウドファン

ディング支援を行います。地域を盛り上げるた

めにプロジェクトをしたいなら、それも学校が

支援します。

　また、進路支援も幅広く行い、地域共創プロ

ジェクトの支援や、国際公務員になりたい人も

支援していきます。グローバルビジネスについ

ては、名古屋では各大学に国際公務員コースが

ありますが、秋田にはありません。しかし、本

学にもなりたい人はいますので、そういう人を

支援しようと考えています。

　秋田に密着した進路支援については、2028年

度に地域共創国際的人材育成課程に日本人の学

生に入学してもらい、2030年度には留学生を30

人ぐらい入れる予定です。そして、2031年度に

日本人の学生はできるだけ秋田の会社に就職し

てもらい、2033年度には留学生に先輩がいると

ころに就職してもらう。「先輩がいるから、あの

会社に行ってみようか」という先輩後輩の関係

をつくって、地域共創で人材を育成していくと

いう仕組みを考えています。

５　地域課題への取組み
（１）秋田県内の働き手不足
佐藤　今、秋田県が抱える大きな問題として人

口減少があり、働き手不足が深刻になりつつあ

ります。その原因の一つが、若者の都会への流

出です。若者が県外に出て行く理由をどのよう

にお考えでしょうか。

フィリップ　以前実施したアンケート調査で、

若者は県内に学びたい大学が少ないから出て行

くということが分かりました。学生たちに、「秋

田県につくってほしいものを教えてください」

と質問すると、みんな大学をつくってほしいと

答えています。自分の友達が県外に行くのは、

学びたい大学がないからだということでした。

本当に驚くことに、学生1,000人へのアンケー

トでこの質問だけ回答率が高くなりました。若

者が県外に出て行く一番の理由は、学びたい大

学がないことだと考えています。

佐藤　つまり、学びたいもの、自分が求めるも

のが、秋田にはないということですか。

フィリップ　そうです。私たちも、他の大学と
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被らないように学部をつくっています。栄養の

分野もそうですし、マネジメントの分野もそう

です。できるだけ新しいものをつくっていきた

いと考えています。

佐藤　つまり、聖霊短大のこれからの改革では、

若い人たちが求めていることを取り入れていく

ことになりますか。

フィリップ　学びたい分野を取り入れていく

ということです。ビルス教育で、秋田にない政

治、ビジネス、栄養といった分野をどんどん増

やして最高の教育を行います。医学部もビルス

教育でつくれると思います。イノベーション力

を持って、自分で病院が経営できて、ロボット

を使って手術ができて、人間性も高い医者を育

成する。どんな学問でも教えられる分野なので、

学生が学びたいものは何でも取り入れられると

思います。

佐藤　今回の聖霊短大の改革では、若い人たち

が求めていることをできるだけ取り入れて、

ビジネス力、マネジメント力、そしてイノベー

ション力の三つが改革のキーワードだというこ

とがよく分かりました。

　それでは、若者の県内就職を増やすためには、

地域社会や企業に何が求められると感じていま

すか。

フィリップ　今の学生たちを見ると、地域に貢

献したい、企業を通じて地域に貢献したい、企

業と一緒にビジネスをやっていきたいという３

パターンの人がいます。企業は、自社の組織に

入って働いてもらうときに、商品を開発して販

売までしますが、開発したものを販売するだけ

では、部分的に任せることにしかなりません。

しかし、経営者になることを前提として雇用す

れば、リーダータイプの人たちが伸びて、会社

にさらに貢献してくれます。もし組織の中で

リーダータイプの人がいたら、その人たちに責任

を持たせて、上司が後ろからサポートしてあげ

ると育ちます。

　ですから、企業も自分たちで全部やるよりも、

「ここを一緒にやりませんか」というやり方で

学生に投資する。そして、彼らが分からないこ

とをサポートしてあげると、若者は秋田に残っ

てくれると思います。東京など都会に行く人に

聞いてみると、「ここの会社に行って、後々は他

にやりたいことがある」ということが多いです。

都会に魅力を感じているのではなく、学びを目

的に出ていくのです。そうではない人もいるか

もしれませんけれども、そういう学生が結構い

ます。そこを受け入れて、この３パターンの人

をうまく取り込めば、県内就職が増えると思い

ます。

（２）グローバル化
佐藤　日本は人口減少により、国内のマーケッ

トが縮小していきます。このため、海外にマー

ケットを求めていくことも場合によっては必要

になります。しかし、県内の企業は海外への進

出・取引拡大については、大きな広がりは見ら

れません。また、働き手不足にもかかわらず、

外国人の就労者数は全国で最低です。県内経済

の発展にはグローバル化を進めていくことが、

必要だと考えます。秋田県のグローバル化につ

いて、現在の状況とその必要性についてどのよ

うにお考えでしょうか。

フィリップ　秋田もグローバル社会の大事な

一部で、秋田の成長はグローバル社会の成長で

もありますし、秋田県の後退はグローバル社会

の後退でもあります。

　私たち聖霊短大では、個人の力は地域の力、

地域の力は世界の力ということを教えています。

企業にとってマーケットを広げることは大事で

すし、秋田にいながらインターネットでマーケ
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ティングすることもできるので、あえて外国に

行かなくてもいいわけです。授業でよく学生に、

商品開発のときには英語で商品名を書いておく

ことを教えています。そうすれば、例えば

Amazonなどに出品すれば海外にも商品を売れ

ます。消費者の嗜好を理解して、日本でネット

販売してみてから、現地生産に移す。作ること

も同じで、秋田県内で働き手が不足しているな

ら、同じ商品を現地で安い人件費で開発すれば、

そこでも売ることができます。

　そして、一番大事なことは技術力とビジネス

力を持った人材を育てることです。本学は、社

会人向けのマネジメント教育も始めようと思っ

ています。そうすることで、チャンスを求めて

秋田に外国人が来るかもしれません。

　もう一つは、秋田県は外国人の人材派遣に関

する取組みをもっと強化するべきだと思います。

名古屋では、ブラジルなどいろいろな国から外

国人が来ていますが、すべて人材派遣会社が連

れてきます。日本語教育まで人材派遣会社が

行っています。ただ、それを県内の会社が全部行

うことは難しいと思います。中小企業の社長が、

社員の日本語教育、英語教育までやっていたら、

組織運営ができないと思います。そこを支える

外国人の人材派遣会社を、合同投資でもいいの

でつくったらいいのではないかと思います。

　東京などの大都市では、外国人と日本人のト

ラブルがあるという話を聞きますが、愛知県で

はトヨタという大きな組織があって社員同士の

つながりがあるので、あまりトラブルを聞いた

ことがありません。地域に馴染むには、人材派

遣会社がとても大事だと思います。本学でも、

教育目的で人材派遣会社をつくってもいいと

思っています。人材派遣会社と学校が一緒に

なって日本語教育をしながら秋田の文化を教育

すると、外国人は増えると思います。

（３）ＩＴ・デジタル社会への対応
佐藤　聖霊短大はデジタル化、ＤＸ関連の教育

にも力を入れられていますが、具体的にＩＴ化・

デジタル化について、今後どのように成長させ

ていく計画をお持ちですか。

フィリップ　ＤＸ力、計算能力、ＡＩ活用力、

プログラミング能力、ホームページ作成能力の

全部を社長・社員が身に付けて、さらにビジネ

ス力、リーダーシップを一人ひとりがみんな持

てるようにします。そのためのプログラムとし

て、ビルス教育に入ってからのマインドづくり、

学生の学習活動をリストアップしており、その

ための意図的学習活動も準備しています。

　今、私たちが考えているのは、世界のビジネ

ス文化・宗教文化を35種類に分けて、2033年

に35か国にビジネスサテライトセンターを設

置することです。そこで実習を実施したり、ビ

ジネス能力の向上を図ったりします。そこには

現地のスタッフがいますので、学生がインターン

などで行って創業体験をしたり、商品を持って

いって短期間で売る体験をしたりします。海外

キャンパスもつくる予定です。35か国には本

学の姉妹校もあるので、まず姉妹校から始めま

すが、海外キャンパスがある５大陸で予定して

います。４年間で８学期あるので７か国に留学

できます。大学院に行くと６年間ですが、単位

互換で単位を取得すると同時に、海外の４大学

に通って卒業することができます。そうするこ

とによって、語学力とネットワークを広げてい

きます。学生がこれらの能力について自分で体

験しながら行う意図的学習活動を、環境提供と

文化に分けて行う予定です。

　商品開発でも、例えば地域に密着したイノ

ベーションでは、冷房設備はどこの国でも使うと

思いますが、乾燥している地域なら湿気を取る

機能は要りません。除湿機能を省けば、もっと
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安く売れます。そうすると、競争が激しい中で

他社との差別化ができ、たくさん売れると思い

ます。そういう地域密着型開発を通して自分の

競争力を高める訓練も行い、学生を育てていこ

うと思います。

６　学長の夢、秋田県の若者に期待すること
佐藤　学長は教育改革という大きな夢をお持

ちですが、秋田県のこれからの若者に期待した

いこととしてはどのようなことがありますか。

フィリップ　私はいつも学生に「やればできる」

と言っています。私たちは毎日成長し、学生も

一緒に成長しますから、彼らには、こうすれば

誰でもできる、秋田とか東京とか関係なく、秋

田から世界に広げられるということを言ってい

ます。どこかに行かなくてもできる時代に生き

ているので、あえて場所を選ぶ必要はありません。

自分がここでやると決めれば、ここが世界の中

心になります。やればできるということです。

　また、ビルス教育を開発した目的に、豊田佐

吉さんや本田宗一郎さんの精神、日本の経営ス

ピリットがあります。技術を自分で開発して、

売って、リーダーシップを持っていて、人間性

にも優れている。トヨタは特に若い人を大事に

します。それを私たちは教育風にアレンジしま

した。みんな何かを開発して、世界に出ましょ

うということです。

　これからはＡＩが商品を開発してくれたり、

ロボットが助けてくれたりするかもしれません

が、人間のマインドづくり、心づくり、イノベー

ション、アイデアづくりは、人間にしかでき

ません。考えることはＡＩにもできないと思い

ますし、ロボットにもできません。人間として

考えるから、私たちは人間でいられるのです。

考えて楽しい世界をつくる時代なので、秋田か

らつくっていきましょうということを言いたい

です。

佐藤　最後に、秋田県の経営者に教育の面から

期待したいことはありますか。

フィリップ　企業は、若い人にもっとチャンス

を与えてほしいです。大学にも来てもらって、

「今度、うちはこういうことをやるから一緒に

やりませんか」と学生に呼び掛けてほしいと思

います。合同プロジェクトの誘いに来てくださ

ることを期待したいです。

佐藤　そうすることによって若者も、秋田県に

このような企業があるのだということを知る機

会になると思います。そのためには、やはり企

業も努力をしてほしいということですね。

フィリップ　大学にぜひ、来てください。私た

ちにチャンスをください。大学側も誘うつもり

でいます。ラボは体験の場所なので、各企業が

大学にラボを開いてもいいのです。そこで学生

を誘ってもいいですし、そのようにして就職の

マッチングを現場で行っています。学生が来る

のを待たずに、攻めてきてください。

佐藤　分かりました。本当に今日はどうもあり

がとうございました。

☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆

　本稿は、2025年11月14日に秋田市内のパー

ティーギャラリーで行われたインタビューをま

とめたものです。

� （文責：秋田経済研究所）
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